
発行 兵庫県明石市北朝霧丘2-8-34
橘雄三方「陳舜臣さんを語る会」

Tel.078-911-1671

編集 「陳舜臣さんを語る会通信」編集委員

発行日 2023年3月20日

http://www.eonet.ne.jp/~yuzo/

陳舜臣さんを語る会通信

NO.101 Mar. 2023

本号紹介『走れ蝸牛』(1991 二玄社)の初出は下枠内「あとがき」のとおりです。なお、全日空機内誌『翼

の王国』連載は1989年1月～翌年12月で、産経新聞連載は1986年1月～12月です。（編集委員 橘雄三）

本
書
に
収
め
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
第
一

部
が
全
日
空
の
機
内
誌
『
翼
の
王
国
』

に
、
二
年
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
も
の

で
あ
る
。
べ
つ
に
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て

の
テ
ー
マ
も
な
く
、
気
の
む
く
ま
ま
に

書
け
ば
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

お
も
な
読
者
は
旅
行
中
の
乗
客
な
の
で
、

旅
に
か
ん
す
る
こ
と
が
や
や
多
く
な
っ

た
よ
う
だ
。

第
二
部
が
産
経
新
聞
に
連
載
し
た
も

の
だ
が
、
通
し
の
タ
イ
ト
ル
は
「
走
れ

蝸
牛
」
と
し
た
け
れ
ど
も
、
や
は
り
気

の
む
く
ま
ま
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ

る
。気

の
む
く
ま
ま
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ

の
集
に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
る
の
は
難
し

い
が
、
せ
っ
か
く
第
二
部
に
「
走
れ
蝸

牛
」
を
い
う
題
を
つ
け
て
い
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
に
し
た
。

一
九
九
一
年
九
月

陳
舜
臣

全日空機内誌連載エッセイ２４編、産経新聞連載エッセイ４６編を収録 『走れ蝸牛』
かたつむり

初
出
、及
び
エ
ッ
セ
イ
集
の
タ
イ
ト
ル

『
走
れ
蝸
牛
』(

二
玄
社)

「
あ
と
が
き
」

（
最
後
の
二
行
削
除
）

小
見
出
し
、傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆二玄社版表紙

産
経
新
聞
連
載
「
走
れ
蝸
牛
」

の
第
一
回
は
一
九
八
六
年
一
月

六
日
朝
刊(

左
の
画
像)

で
、
以

降
、
月
曜
日
毎
、
同
年
末
ま
で
、

四
十
六
回
続
き
ま
し
た
。
こ
の

連
載
の
題
が
エ
ッ
セ
イ
集
の
タ

イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
「
ウ
シ
、
ウ
シ
、
ウ

シ
」
の
内
容
に
触
れ
ま
す
。

陳
舜
臣
氏
は
北
京
で
、
知
人

の
中
国
人
作
家
に
会
い
、
宴
席

で
、
起
句
が
、

牛
年

再
び
逢
う

孺
子
の
牛

じ

ゅ

し

と
い
う
詩
を
贈
ら
れ
ま
す
。

孺
子(

子
供)

の
牛
と
い
う
こ

と
ば
は
『
春
秋
』
に
見
え
る
が
、

現
在
で
は
、
魯
迅
の
句
で
知
ら

れ
て
い
る
、
と
し
て
、

眉
を
横
た
え
て
冷
や
か
に

千
夫
の
指
に
対
し

首
を
俯
れ
て
甘
ん
じ
て

た

孺
子
の
牛
と
為
る

な

を
あ
げ
ま
す
。

詩
を
贈
ら
れ
る
と
、
「
韻
」

ほ
か
、
い
く
つ
も
の
条
件
を
ク

リ
ア
し
た
詩
を
返
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
陳
さ
ん
は
、
ご
馳
走

を
前
に
し
て
も
、
心
が
落
ち
つ

き
ま
せ
ん
。

徘
徊
し
て
践
歴

せ
ん
れ
き

蝸
牛
に
似
た
り

と
い
う
句
を
得
て
、
や
っ
と
、

料
理
が
の
ど
を
通
り
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
『
走
れ
蝸
牛
』

第
一
回
「
ウ
シ
、ウ
シ
、ウ
シ
」

上
海
魯
迅
紀
念
館
の
展
示
よ
り

編
集
委
員
撮
影
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『走れ蝸牛』 第一部（24編）目次及び補足

海
産
物
屋
と
は
、
陳
舜
臣
さ
ん
の

家
業
、
主
に
海
産
物
を
取
り
扱
っ
た

貿
易
商
の
こ
と
で
す
。

文
中
、
宋
の
文
人
、
蘇
軾(

号
は

そ
し
ょ
く

東
坡)

の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
蘇
軾

と
う
ば

は
食
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
楽
観
主
義
者
で
、
僻
地
に

左
遷
さ
れ
て
も
、
土
地
の
産
物
を
賞

味
す
る
前
向
き
な
気
持
ち
を
持
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

次
ぎ
に
、
広
東
に
左
遷
さ
れ
た
と

き
の
作
で
、
「
茘
支
を
食
す
」
と
題

れ

い

し

さ
れ
た
詩
を
あ
げ
ま
す
。

羅
浮
山
の
下

四
時

ら

ふ

春
の
ご
と
し

盧
橘

楊
梅

次
第
に
新
た
な
り

ろ
き
つ

よ
う
ば
い

日
に
茘
支
を
啖
う
こ
と
三
百
顆

く
ら

か

妨
げ
ず

長
え
に

と
こ
し

嶺
南
の
人
と
な
る
こ
と
を

「
海
産
物
屋
の
弁
」
補
足

旅
は
さ
ま
ざ
ま

馬
と
日
本
人

綽
名
、元
号

あ

だ

な

水
か
け
祭

地
図
は
宝
の
に
お
い

百
万
の
マ
ル
コ

点
と
線

歌
声
よ
、お
こ
れ

沙
漠
の
周
辺

風
呂
考

旅
と
人
間

は
た
ご

観
風
の
旅

旅
行
記

大
安
吉
日

飛
翔
願
望

時
代
劇
の
約
束
ご
と

は
き
も
の
考

帽
子
あ
れ
こ
れ

海
産
物
屋
の
弁

こ
と
ば
の
は
ば

判
官
び
い
き
と
モ
ン
ゴ
ル

ほ
う
が
ん

ア
ー
ブ
・オ
・ハ
ワ
ー

ハ
ヤ
ブ
サ
の
旗

目

次
（
Ⅰ
）

前ページにあげた『走れ蝸牛』「あとがき」にある通り、「本書に収めたエッセイは、第一部が全日空の機

内誌『翼の王国』に、二年にわたって連載したものである」。『翼の王国』は月刊誌なので、計24編で、それ

ぞれ、題は下の枠内のとおりです。この内、1990年5月号の表紙と記事、「時代劇の約束ごと」の画像を下に

掲載しましたので雰囲気を感じ取って下さい。

寧波(にんぽう)の街路で
露天商が売る楊梅(ようばい ヤンメイ)

編集委員撮影
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【
紹
興
酒
】

紹
興
と
い
え
ば
〝
紹
興
酒(

老

酒)

ラ
オ
チ
ュ
ウ

と
阿
Ｑ
〟
で
す
。
阿
Ｑ
は
魯
迅
と
言
い

換
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

左
の
画
像
は
、
店
の
お
ば
さ
ん
が
、

自
分
の
瓶
を
持
っ
て
来
た
客
に
小
売
り

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
魯
迅

秋
瑾

蔡
元
培

周
恩
来
】

「
紹
興
酒
・
紹
興
人
」
で
陳
舜
臣
さ
ん

は
、
右
の
四
人
の
名
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
魯
迅
故
里
、
蔡
元
培
故
居
、

さ
い
げ
ん
ば
い

秋

瑾
故
居
の
展
示
の
画
像
を
掲
載
し

し
ゅ
う
き
ん

ま
し
た
。
周
恩
来
は
本
籍
は
紹
興
で
す

が
、
故
居
は
江
蘇
省
淮
安
な
の
で
、
こ

わ
い
あ
ん

こ
で
は
省
き
ま
す
。

「
紹
興
酒
・紹
興
人
」
補
足

『走れ蝸牛』 第二部（46編）目次 及び補足

ウ
シ
、ウ
シ
、ウ
シ

蝸
牛
廬

ク
ヮ
ギ
ュ
ウ

縮
小
世
界

髪
型

禁
煙
説

続
・禁
煙
説

大
モ
ノ
忘
れ

筆
記
用
具

青
の
周
辺

鉄
蓮
花

恥
か
い
て
あ
や
ま
る

二
人
の
王
履
さ
ん

斗
酒
な
お
辞
せ
ず

白
髪
三
千
丈

一
日
千
秋

三
劇
演
一

左
か
右
か

右
も
左
も

大
い
な
る
羨
望

家
紋

怪
文
書

声
高
ら
か
に

目

次
（
Ⅱ
）

き
み
は
身
内
か

文
章
は
永
遠
か

蛍
の
う
た

蛍
の
光

蛍
光
丸

や
か
ん

我
慢

小
言
幸
兵
衛

手
先
の
器
用
さ

マ
ジ
ッ
ク

美
し
き
も
の
の
運
命

口
は
一
つ

う
ま
い
酒

金
・銀
・銅

お
り
る
人

パ
ン
ツ
の
紐

段
が
ち
が
う

風
格

パ
ー
マ
ネ
ン
ト

紹
興
酒
・紹
興
人

な
ぜ
人
差
指
な
の
か

耳
の
チ
ェ
ン

蠟
日

「蝸牛廬」■倪雲林(げいうんりん)、元末の大画
家、江蘇無錫の富豪。いつからか、自分の室名を
「蝸牛廬」と称していた。晩年、遁世漂泊の旅に出、

貧窮のうちに死ぬ。「かつての大富豪のカタツ

ムリの住居は、ついには一枚のムシロであっ

た」のです。イラストは、ムシロをまとった雲林。

周恩来については私(橘)
のＨＰ『中国の友人たち』の

「江蘇省の歴史を歩く」をご

覧下さい。 画像は全て編集委員撮影
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『含笑花の木』に記述がある『美食家』及び『わたしの北京風物誌』 紹介

『
含
笑
花
の
木
』
「
李
順
然

『
わ
た
し
の
北
京
風
物
誌
』
に
よ

せ
て
」
は
、
前
掲
書
「
序
」
の
転

載
で
す
。
「
序
」
か
ら
抜
粋
引
用

し
ま
す
。

東
京
生
ま
れ
の
李
順
然
さ
ん
は
、

江
戸
っ
子
を
二
十
年
や
っ
た
あ
と
、

北
京
人
を
三
十
年
や
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

私
は
北
京
へ
行
く
た
び
に
、
李

順
然
さ
ん
と
会
い
、
酒
を
く
み
か

わ
し
て
語
り
合
い
ま
す
。
李
さ
ん

は
私
の
妹
と
放
送
局
の
同
僚
で
、

ま
た
李
夫
人
は
私
の
妹
と
無
二
の

親
友
と
い
う
間
柄
で
す
。

■
陳
舜
臣
さ
ん
の
妹
・
妙
玲
さ
ん

は
五
三
年
、
「
祖
国
建
設
の
情
熱

に
燃
え
」
と
は
い
え
、
ま
だ
、
二

十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
若
さ
で

家
族
と
離
れ
、
第
一
回
華
僑
帰
国

船
興
安
丸
で
大
陸
に
渡
り
ま
し
た
。

左
の
画
像(

個
人
蔵)

は
出
発
時

の
妙
玲
さ
ん
。

十
二
ヶ
月
、
月
ご
と
に
北
京
の

風
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
一
月
な
ら
、

・
「
中
国
的
師
走
」

・
「
綠
」
の
引
っ
越
し

・
北
京
っ
子
と
風
邪

・
涮
羊
肉
と
砂
鍋
白
菜

・
烤
肉
宛
と
烤
肉
季

・
千
年
の
王
城
の
新
生

と
い
っ
た
項
目
が
並
び
、
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
、
張
紅
さ
ん
の
さ
し
絵
が

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

『
含
笑
花
の
木
』
で
こ
の
本
を
取
り
上
げ

て
い
る
わ
け
は
、
翻
訳
が
、
陳
舜
臣
さ
ん

の
弟
の
謙
臣
さ
ん
で
、
そ
し
て
、
陳
さ
ん

自
身
が
監
訳
し
、
序
文
も
書
い
て
お
ら
れ

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
お
ま
け
は
、
巻
末

の
解
説
が
同
じ
華
僑
仲
間
の
周
達
生
氏
で

あ
る
こ
と
で
す
。

『
含
笑
花
の
木
』
「
陸
文
夫
『
美
食
家
』

日
本
語
版
に
よ
せ
て
」
は
、
前
掲
書
「
序

文
」
の
転
載
で
す
。

『
美
食
家
』
「
序
文
」
か
ら
引
用
し
ま
す
。

「(

中
国
作
家
協
会
副
主
席
の
馮
牧
氏
は)

蘇
州
で
陸
文
夫
氏
を
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
れ
は
言
い
か

え
る
と
、
陸
氏
は
蘇
州
の
ま
ち
の
隅
々
ま

で
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
蘇
州
が
『
美
食
家
』
の
舞
台
に
な
っ

て
い
る
。

●
朱
自
冶(

ツ
ウ
ツ
ー
イ
エ)

不
動
産
資

本
家
。
父
親
は
、
や
り
手
の
不
動
産
業
者

だ
っ
た
。
抗
日
戦
争
前
に
上
海
で
手
び
ろ

く
不
動
産
取
引
所
を
ひ
ら
き
、
上
海
に
家

を
か
ま
え
、
蘇
州
に
ぼ
う
大
な
財
産
を
買

い
お
い
て
い
た
。
朱
自
冶
は
蘇
州
の
財
産

を
受
け
継
い
だ
。
一
九
二
〇
年
代
末
期
の

二
階
建
て
洋
風
建
築
に
住
む
。

●
わ
た
し(

高
小
庭

カ
ウ
シ
ャ
ウ
テ
ィ
ン)

狂
言
回
し
。
貧
乏
学
生
。
抗
日
戦
の
終

わ
り
ご
ろ
父
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
母
と

一
緒
に
、
親
戚
筋
の
朱
邸
に
引
っ
越
し
、

洋
風
建
築
の
前
の
平
屋
の
一
部
屋
に
住
み

込
む
。
部
屋
代
を
納
め
な
い
か
わ
り
に
、

朱
家
の
門
番
を
兼
ね
、
母
が
朱
自
冶
の
家

事
ま
か
な
い
を
手
伝
う
と
い
う
き
ま
り
に

な
っ
て
い
た
。

【
朝
食
】

朱
自
冶
の
一
日
は
、
「
は
や
く

朱
鴻
興
へ
い
っ
て
頭
湯
麵
を
食
わ
ね
ば
！
」

ツ
ウ
ホ
ン
シ
ン

ト
ウ
タ
ン
ミ
エ
ン

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
。
月
極
め

で
雇
っ
て
い
る
人
力
車
に
乗
り
こ
み
、
麵

屋
・
朱
鴻
興
へ
向
か
う
。
朱
自
冶
は
、
何

杯
も
の
麵
を
通
し
た
麵
湯
く
さ
い
麵
を
食

べ
る
気
が
し
な
い
。
頭
湯
麵
、
つ
ま
り
、

い
ち
ば
ん
そ
ば
で
な
い
と
一
日
気
分
が
す

・

・

・
・
・
・

ぐ
れ
な
い
の
だ
。

あ
と
、
【茶
楼
】【昼
食
】【フ
ロ
屋
】【
夕
食
】

と
い
う
の
が
朱
自
冶
の
一
日
で
あ
る
。
こ
れ

を
一
つ
一
つ
詳
述
す
る
こ
と
は
控
え
よ
う
。

『
わ
た
し
の
北
京
風
物
誌
』

表
紙
及
び
内
容
紹
介

陸
文
夫
著
陳
謙
臣
訳
『
美
食
家
』

(

松
籟
社
一
九
八
七)

『
美
食
家
』
の
舞
台

美
食
家
朱
自
冶
の
一
日

陸文夫著 陳謙臣訳『美食家』(松籟社 1987)及び李順然著『わたしの北京風物誌』(東方書店 1987)が『含

笑花の木』に取り上げられているわけは、共に、陳舜臣さんと関連があるからです。どういう関連か？本の内

容は？の二点でここに紹介いたします。 （編集委員 橘雄三）

主
な
登
場
人
物

松籟社版の表紙

李
順
然
『
わ
た
し
の
北
京
風
物
誌
』

(

東
方
書
店
一
九
八
七)

三根湯(サンゲンタン) 初期の風邪に効く


